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1.緒言

三万五湖は日本海に面する福井県三方町にある｡日本
海の海水が直接出入りする汽水湖であるが,五湖のうち,
海水の出入りする湖は日向湖と久々子湖である｡日向湖
は独立した潮であるが,日本海と直接連絡する久々子湖
は図1に示すごとく,水月湖,菅湖,三方湖とそれぞれ
が連絡している｡久々子湖は海水が直接出入りするため
塩分轟度が最も高く,次に水月湖,菅潮の凡削こ塩分濃度
は下がり,最も奥部にある三方湖は,はば淡水に近い潮
である｡

したがって,三万五湖に生息する生物相は複雑で種類
も多く,海産から汽水産,淡水産のものまで含まれてい
る｡魚類は汽水域に生育する種類が多く,コィ,フナ,
ワカサギ,ウナギなどである｡

筆者は今回,三万五湖のうち,水月湖と菅湖に夏季出
現するプランクトンを観察する機会を得たので簡単に報
告する｡本研究を進めるに当たり,格別な御支援を得た
夙川学院長･夙川学院高等学校長増谷勲先生に心より厚

図1三万五湖の形状と分布国

･夙川学院高等学校･同短期大学

2.採集期日及び採集方法
採集は1989年8月30日午後1時から午後6時にわたっ
て行った｡当日の天候は曇り時々雨であった｡気温27.0

℃,水温27.0℃,風力2,透明度1.5mであった｡プラン

クトン採集はプランクトンネットによって行い,ネット

は口径30cm長さ50cmで,網目は××13 (1目盛1叫
を用いた｡採集は岸から沖-向かって15mはど投網し,

水深を調節しながら水平引きを繰り返した｡水月湖及び
菅湖ともに3か所以上場所を変えて採集した｡

3.観葉結果

今回は三万五湖のうち,やや中央部に位置する水月湖
と菅湖のプランクトンを観察したが,両湖は隣接してい
るので,共通したプランクトンが観察された｡その結果

は表1及び図2に示した｡
(1)水月湖

水月報に出現するプランクトンは,明らかに汽水湖に
出現するプランクトンよりなる｡特に動物プランクトン
では,境脚頬のキスイヒゲナガケンミジンコが最も多く,

そのはか汽水湖によくみられる輸虫類のコシボソカメノ
コウワムシと,原生動物ではイケツノオビムシが普通に

出現している｡
植物プランクトンは,汽水潮に出現するヌサガタケイ
ソウが最も多く,そのほかメロシラ　バリエンス, -リ

ケイソウなどが認められた｡

(2)菅湖

菅湖は水月湖より奥部にあり,塩分濃度が幾分低いた
めか,水月湖に比べると出現種と出現量に若干の差異が
認められる｡原生動物のイケツノオビムシは全く姿をみ
せず.代わりに原生動物のトゲツボカムリがわずかに出
現しているo榛触類のキスイヒゲナガケンミジンコは水

月湖と同じく最も多く,その次に輪虫類のコシポソカメ
ノコウワムシが普通に出現している｡

植物プランクトンは,メロシラ　バリエンスが最も多

く出現している｡その次にメロシラ　イタリカが多量に

現れている｡このほかアオミドロ,ヌサガタケイソウが

普通に出現している｡
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表1.水月湖及び菅湖におけるプランクトン相
(水月潮)
種類 剋嵂ｼ 偬 ｹ|｢ 

原生動物 85 686ﾘ4(8 5b CeratiumhirundinellaO.F.MULLER 調 

輪虫類 (5h7ﾈ5ﾈ4ｨ8 6ﾘ5(4X8 5b Keratellaualga(EHRENBERG)  

換脚類 Sinocalanustenellus(KIKUCHI) 2 

珪藻類 ｨ5 485ﾈ4R SynedraulnaEHRENBERG  
′′  8ﾘ5h8ｨ4x985MelosirauariansC.A.AGARDH 調 

′′ ｸ5H4ｸ5 485ﾈ4R TabellariafenestrataKUTZⅠNG  

原生動物 x5 687ｸ4ｨ8 8｢ DiNlugiacoronaWAIJLⅠCH  

輪虫類 (5h7ﾈ5ﾈ4ｨ8 6ﾘ5(4X8 5b Keratellaualga(EHRENBERG) 調 

境脚類 ﾈ587 5 6ｸ5 987x985" Sinocalanustenellus(KⅠKUCHⅠ)  

緑藻類  4ﾒ Spirogyrasetifamis(ROTH) 調 

珪藻類  8ﾘ5h8ｨ4x985MelosirauariansC.A.AGARDH 2 
′′  8ﾘ5h885ｨ4｢ MelosiraitalicaKUTZING  

′′ ｸ5H4ｸ5 485ﾈ4R TabellariafenestT.ataKUTZING 亊

cc極めて多し. C多し. +普通. R少ない.

菅潮のプランクトンは水月潮に比べると,動物プラン
クトンは量的に少ないが,植物プランクトンは量的に多
いことが認められる｡

4.考察

本邦における汽水湖の水質とプランクトンについては,
菊地(1938)と益子(1955)により報告されている.特
に菊地は水月湖の水質の観測をしている｡それによれば,
水月湖の夏季の透明度は0.8 -4.0m, pHは6.6 -8.2で

あることを報告しているD　また,益子(1955)は日本に

おける汽水湖の塩素量の多少により分類して低鋸潮,中
鹸潮,高繊湖の3種に分けている｡
キスイヒゲナガケンミジンコの出現する範囲は,塩素

量が0. 2-log/Bの広い範囲の低腐湖及び中繊湖までを
生息範囲とすることを報告しているが,水月湖及び菅湖
に出現するプランクトンは明らかに汽水性プランクトン

が多量に出現している｡特に両湖ともキスイヒゲナガケ
ンミジンコが圧倒的に多いo　このキスイヒゲナガケンミ

ジンコは日本海沿岸の汽水湖に周年にわたって出現し,
筆者はかつて汽水湖の鳥取県東郷池(1兆2)及び湖山池
(1962)で本種を認め,益子(1955)も同じく東郷泡で本

種を報告しているoそのはかコシポソカメノコウワムシ

も両湖に出現しているが,本種も汽水性輪虫類の代表的
な種である｡原生動物のイケツノオビムシは水月潮のみ
にみられたが,本種は全国いたるところの淡水,汽水,港

水域にまたがって生息し,生息範囲の極めて広い種とし
て知られている｡

植物プランクトンでは珪藻類が多く,メロシラ　バリ
エンスとヌサガタケイソウが南朝で認められたが,菅湖

ではメロシラ　イタ])カが多く出我している｡このメロ

シラ　イタリカは,

筆者はかつて淡水湖
の鳥取県多始が池で
多量に出現している
のを観察している

(1962) o　この種の

生息範囲はかなり広
いものと思われる｡

今回の観察では,
水月潮と菅湖の出現
プランクトンとの間

には共通した種もあ
るが,出現量には若干
の差異が認められた｡
これは両湖の水質の
逢い,すなわち塩分濃
度などの差異による

ものではないかと思われる｡結果的には水月湖は動物プ
ランクトンが量的に多く,菅潮では植物プランクトンが

量的に多く観察された｡

5.要約

1989年8月30日,福井県,三万五潮のうち,水月湖と

菅湖のプランクトンを観察した｡両湖に出現した動植物
プランクトンは,いずれも汽水湖に出現するプランクト
ンが主で,その中で動物プランクトンの優占種はキスイ

ヒゲナガケンミジンコであった｡そのはか輪虫類のコシ

ボソカメノコウワムシと,原生動物のイケツノオビムシ

が多く,植物プランクトンでは珪藻頬のヌガサタケイソ
ウ,メロシラ　バリエンス,メロシテ　ィタリカ,ハリ

ケイソウなどが多く認められた｡
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1.キスイヒゲナガケンミジンコ
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図2　水月湖及び菅湖のプランクトン
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